
●整形外科の専門病院として、良質の医療を提供できるように最善の努力をします。
●患者、利用者の権利を尊重し、インフォームド・コンセント（説明・同意・納得）を含む安全管理を徹底します。
●「医は仁ならざるの術、務めて仁をなさんと欲す」の精神を尊重します。
●社会の変化にしなやかに対応しながら心技態を切磋琢磨し、全人間的な成長を目指します。
●地域の皆様の健康と生命を守るために最善を尽くします。
●職業を通じて地域社会に奉仕し、地域の社会的共通資本として認められるように努力します。
●高齢化社会を迎え、安心・安全と心のこもった医療・介護を提供します。

運営方針
●安心・安全・やすらぎ・心のこもった
　サービスを提供します。
●地域・住民・患者から評価・信頼
　される医療を提供します。  
●絶えざる改善と生涯教育を継続し、
　職員個々の能力を向上します。  
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て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
年

前
の
第
11
回
の
中
津
で
開
催
さ
れ
た

本
会
で
は
ご
尊
父
の
石
中
瑗
教
授
に

ご
講
演
頂
い
て
お
り
、
親
子
二
代
で

本
会
で
の
ご
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
石

路
先
生
の
来
日
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
文
明
の
利
器
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
、
ネ
ッ
ト
中
継
を
行
い
ラ
イ

ブ
で
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
高

地
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ほ
か
、
昨
年
10
月

に
マ
リ
ア
ナ
海
溝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

海
淵
に
て
行
わ
れ
た
有
人
潜
水
艇
「
奮

闘
者
号
」
の
活
動
等
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
中
国

に
み
ら
れ
る
驚
く
よ
う
な
成
果
も
、

地
道
な
基
礎
実
験
の
積
み
重
ね
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
心
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
ナ
ノ
プ

ラ
ネ
ッ
ト
研
究
所
の
大
成
博
文
先
生

に
は
「
光
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
で
切
り

　

令
和
３
年
７
月
３
日
に
中
津
市
の

ヴ
ィ
ラ
ル
ー
チ
ェ
に
お
い
て
、
第
21

回
九
州
高
気
圧
環
境
医
学
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
院
で
本
学
会
を

開
催
す
る
の
は
、
第
４
回
（
２
０
０

３
年・川
嶌
眞
人
学
会
長
）、第
12
回（
２

０
１
１
年
・
田
村
裕
昭
学
会
長
）
に

次
い
で
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
も

と
も
と
は
令
和
２
年
７
月
に
開
催
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り

延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
学
会
テ
ー

マ
「
捲
土
重
来
」
は
「
一
度
敗
れ
た

者
が
、
再
び
勢
い
を
盛
り
返
し
て
巻

き
返
す
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
唐

の
詩
人
・
杜
牧
（
と
ぼ
く
）
が
「
烏

江
亭
（
う
こ
う
て
い
）
に
題
す
」
と

い
う
詩
の
中
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
紀
元
前
２
０
２
年
、
劉
邦
と

天
下
を
争
っ
た
項
羽
は
、
垓
下
（
が

い
か
）
で
の
戦
い
に
敗
れ
ま
す
。

多
く
の
子
弟
を
生
還
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
親
た
ち
に
合
わ
せ
る

顔
が
な
い
と
、
項
羽
は
数
十
人
の

兵
士
と
共
に
敵
陣
に
切
り
込
ん
で

い
き
、
烏
江
で
自
決
し
ま
し
た
。

後
に
杜
牧
が
烏
江
亭
を
訪
れ
た
際

に
、
自
決
当
時
ま
だ
30
歳
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
若
い
項
羽
を
し
の

び
、「
巻
土
重
來 

未
だ
知
る
可
か

ら
ず
（
も
し
、
再
び
戦
っ
た
ら
、

結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
の
に
）」
と
詠
ん
だ
そ
う
で
す
。

高
気
圧
酸
素
治
療
に
お
い
て
は
、

中
国
や
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
多
く

の
国
々
で
糖
尿
病
性
壊
疽
な
ど
に

対
し
広
く
適
用
さ
れ
て
お
り
、
治

療
装
置
数
も
増
加
す
る
一
方
で
あ

り
ま
す
が
、
日
本
で
は
長
年
に
わ
た

り
、
国
際
的
に
み
て
も
異
常
に
低
い

診
療
報
酬
が
設
定
さ
れ
て
き
た
た
め

に
治
療
装
置
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の

関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
２
０
１

８
年
診
療
報
酬
改
定
に
て
診
療
報
酬

点
数
が
漸
く
改
善
さ
れ
、
改
め
て
積

極
的
な
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
よ
り
効
果
的
な
治
療
方
法
な

ど
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
中
、

コ
ロ
ナ
か
ら
の
再
起
も
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
世
界

的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
の
本
学
会
は
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
使
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
を
目
指
し
、
も
し
感
染
が
蔓
延
し

た
場
合
で
も
ウ
ェ
ブ
開
催
を
視
野
に

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
５
月
に

は
感
染
の
第
４
波
が
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
開
催
前
に
は
感
染
も

小
康
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
予
定
通

り
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
地
参
加
・
ウ
ェ
ブ

参
加
あ
わ
せ
て
１
０
０
名
以
上
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
講
演
の
一
つ
は
、
中

国
の
上
海
交
通
大
学
の
石シ
ー

路ル
ー

准
教
授

に
「
中
国
に
お
け
る
高
圧
医
学
お
よ

び
潜
水
医
学
研
究
の
現
状 

～
海
底
1

万
メ
ー
ト
ル
へ
の
挑
戦
～
」
と
題
し

て
中
国
の
最
新
の
潜
水
医
学
に
つ
い

第
21
回

九
州
高
気
圧
環
境
医
学
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
社
会
医
療
法
人 

玄
真
堂  

川
嶌
整
形
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
院
長
　
川
嶌
　
眞
之

学会スタッフ一同で

上海交通大学の石路先生

拓
く
医
療
・
介
護
の
新
世
界
」
と
題

し
て
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
先
生

に
は
、
光
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
の
基
礎

か
ら
今
日
に
至
る
発
展
、
そ
し
て
未

来
に
つ
い
て
夢
の
あ
る
話
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
昨
今
話
題
の

医
療
Ａ
Ｉ
分
野
よ
り
、
株
式
会
社
木

許
森
メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
の
木
許
心
源
先
生
に

「
医
療
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

あ
り
方
」
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
、

近
未
来
で
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
よ
り
人

間
的
な
医
療
・
介
護
の
提
供
が
可
能

と
な
る
こ
と
や
現
在
進
行
中
の
様
々

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は
川
嶌
眞

人
理
事
長
が
「
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
予
防
と
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ
ブ
ル
」

と
題
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

の
感
染
症
に
対
し
て
も
効
果
が
期
待

さ
れ
る
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ
ブ
ル
に
つ
い

て
シ
ョ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
演
題
も
11
題
の
発
表
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
本
分
野
に
お
い
て
地
道
な

努
力
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
高
気
圧
医
学
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
確
信
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
本
学
会
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
全
て
の
皆
様
、
ご
協
賛
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
準
備
・

運
営
に
尽
力
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
命
名

さ
れ
た
。
航
空
機
を
は
じ
め
交
通
手

段
の
発
達
に
よ
り
人
の
流
れ
の
関

係
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
３
か
月
と
い
う
瞬
く
間
に
世

界
中
に
広
が
り
拡
大
し
、
日
本
に
お

い
て
も
全
土
を
覆
う
感
染
症
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
パ
ン
は
〝
す

べ
て
の
〟
デ
モ
ス
は
〝
人
々
〟
で
、

世
界
的
な
感
染
症
の
大
流
行
を
意

味
す
る
。
前
述
の
『
感
染
症
の
世
界

史
』
に
よ
る
と
、
ア
テ
ネ
と
ス
パ
ル

タ
の
攻
防
で
ギ
リ
シ
ャ
最
大
の
ポ

リ
ス
、
ア
テ
ナ
イ
で
ス
パ
ル
タ
軍

が
、
死
ん
だ
兵
士
の
死
体
や
衣
服
な

ど
を
放
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
瞬
く

間
に
感
染
症
が
襲
い
〝
ア
テ
ナ
イ
の

ペ
ス
ト
〟
と
呼
ば
れ
た
歴
史
が
あ

る
。
今
日
で
は
、
こ
れ
が
天
然
痘
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
ペ
ス
ト
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
中

央
ア
ジ
ア
付
近
に
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル

軍
や
遊
牧
民
の
移
動
に
伴
っ
て
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広
が
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

西
暦
５
４
１
年
に
ナ
イ
ル
川
河

口
の
都
市
、
ペ
ル
シ
ウ
ム
で
は
じ

ま
っ
た
ペ
ス
ト
は
瞬
く
間
に
東

ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ
ー
ブ
ル
に
広
が
り
、
更
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
に
拡
大
し
た
こ
と
で
知

　

２
０
２
１
年
６
月
13
日
、
国
立
京

都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
58

回
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

会
学
術
集
会
」（
会
長 

和
歌
山
県
立

医
科
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

学
講
座
・
田
島
文
博
教
授
）
に
お
い

て
、〝
医
学
史
か
ら
見
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
と
そ
の
行
方
〟
と
題
し
て

教
育
講
演
し
た
の
で
報
告
す
る
。

　

２
０
１
９
年
12
月
31
日
、
中
国
武

漢
で
公
表
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に
世
界

中
に
広
が
り
、
５
月
16
日
現
在
、
世

界
中
で
１
億
６
千
万
人
が
感
染
し
、

３
３
５
万
人
が
死
亡
す
る
と
い
う

ス
ペ
イ
ン
風
邪
以
来
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
な
り
、
日
本
に
お
い
て
も

67
万
９
千
人
が
感
染
し
、
１
万
千
人

が
死
亡
す
る
事
態
と
な
り
、

今
な
お
感
染
症
と
の
闘
い
が

続
い
て
い
る
。
更
に
は
変
異

ウ
イ
ル
ス
も
加
わ
り
、
よ
り

強
い
感
染
力
と
重
症
化
が
心

配
さ
れ
る
が
、
横
浜
市
立
医

科
大
学
・
山
中
竹
春
教
授
に

よ
る
と
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
開

発
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
２
回
目
の
接

種
で
、
イ
ギ
リ
ス
株
、
イ
ン
ド
株
、

南
ア
フ
リ
カ
株
、
ブ
ラ
ジ
ル
株
に
対

し
て
も
90
％
を
超
す
効
果
が
あ
り
、

し
か
も
中
和
抗
体
が
１
年
以
上
持

続
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
か
す
か
な

光
が
見
え
て
き
た
。
問
題
は
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
率
が
中
々
進
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
様
な
中

で
、
医
学
史
か
ら
み
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
『
感
染
症
の
世
界
史
』
を
著
述
し

た
石
弘
之
先
生
の
報
告
に
よ
る
と
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
起
源
は
、
紀
元

前
８
０
０
０
年
、
牧
畜
の
開
始
と
と

も
に
は
じ
ま
り
、
西
ア
ジ
ア
で
羊
、

山
羊
、
豚
の
飼
育
で
人
と
動
物
の
密

接
な
接
触
が
起
源
と
い
わ
れ
る
。
既

に
２
０
１
２
年
に
は
、
中
国
の
雲
南

省
の
鉱
山
で
コ
ウ
モ
リ
の
糞
を
清

掃
し
た
作
業
員
が
重
症
肺
炎
を
発

症
し
た
こ
と
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
に

報
告
さ
れ
て
お
り
、
コ
ウ
モ
リ
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ウ

モ
リ
の
ウ
イ
ル
ス
と
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
情
報
が

96
％
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
ウ

イ
ル
ス
の
分
析
か
ら
判
明
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
ど
こ

で
ど
う
結
び
つ
い
た
か
は
判
明
し

て
い
な
い
。
中
国
政
府
も
発
生
源
で

あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
の
起
源
に
つ
い
て
は
論
争
が
続

き
そ
う
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
も
と
も
と

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
が
持
っ
て

い
る
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
近
年
で
は

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
ヒ
ト
コ

ブ
ラ
ク
ダ
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
動
物
の
可

能
性
を
多
く
の
学
者
が
強
く
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
日
本
に
お
い
て
も
１
９
６
０
年

代
か
ら
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
に
続
い
て
、
今
回
は
７
つ
目
の

感
染
症
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
と
い
わ
れ

る
所
以
は
表
面
に
花
弁
状
の
突
起

が
あ
り
、
太
陽
の
コ
ロ
ナ
（
王
冠
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
そ
の
行
方

　
　
　
　
　
　
社
会
医
療
法
人 

玄
真
堂  

川
嶌
整
形
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
川
嶌
　
眞
人

ら
れ
て
い
る
。
更
に
11
世
紀
か
ら
13

世
紀
に
わ
た
り
約
２
０
０
年
間
十

字
軍
の
遠
征
が
行
わ
れ
、
ぺ
ス
ト
菌

は
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
猛
威

を
振
る
っ
た
。
14
世
紀
に
は
蒙
古
軍

が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
キ
ル
ギ
ス
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ペ
ス
ト
菌
を
運

び
、
１
３
４
７
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
こ

の
14
世
紀
の
ペ
ス
ト
は
世
界
中
に

キクガシラコウモリ

スペイン風邪
マスクする日本の女性

十字軍の地図
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大
流
行
し
、
世
界
の
総
死
者
は
７
千

５
百
万
人
か
ら
２
億
人
と
い
わ
れ

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全
人
口

の
３
分
の
１
が
亡
く
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
19
世
紀
に
お
い
て

も
ペ
ス
ト
は
中
国
を
起
源
と
し
て

世
界
中
に
拡
大
し
、
北
里
柴
三
郎
は

政
府
に
よ
り
香
港
に
調
査
派
遣
さ

れ
て
ペ
ス
ト
の
病
原
菌
を
発
見
し
、

抗
血
清
療
法
を
確
立
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
１
８
年
に
米
国
の

カ
ン
ザ
ス
州
フ
ァ
ン
ス
ト
ン
基
地

の
診
療
所
で
は
じ
ま
っ
た
ス
ペ
イ

ン
風
邪
は
、
カ
ナ
ダ
雁
が
越
冬
の
た

め
飛
来
、
豚
に
感
染
し
て
体
内
で
変

異
し
人
に
感
染
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
お
り
、
今
日
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。
第
一
次
大
戦
で
米
軍
の
遠
征
軍

に
感
染
症
が
拡
大
し
、
瞬
く
間
に
世

界
中
に
広
ま
っ
た
感
染
症
が
あ
る
。

こ
の
病
原
体
は
、
今
日
で
は
Ａ
型
Ｈ

１
Ｎ
１
亞
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
あ
る
が
、
当
時
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の

免
疫
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
な

か
っ
た
た
め
大
流
行
と
な
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
所
以
は
、
当
時

ス
ペ
イ
ン
が
第
一
次
世
界
大
戦
で

中
立
国
だ
っ
た
こ
と
か
ら
発
表
し

た
の
で
〝
ス
ペ
イ
ン
風
邪
〟
の
俗
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
発
生
国
は
米

国
で
あ
る
。
世
界
中
で
５
億
人
が
感

染
し
、
５
千
万
人
が
亡
く
な
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
３
波
（
１
９
１
８

年
～
１
９
２
０
年
）
に
襲
わ
れ
、
２

３
８
０
万
人
が
感
染
し
39
万
人
が

死
亡
し
た
。
平
均
死
亡
率
は
１
・

６
％
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
比
べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
死
亡
率
が
２
～

３
％
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
か

な
り
毒
性
が
高
い
も
の
で
、
単
な
る

風
邪
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

死
亡
率
は
０
・
１
％
と
い
わ
れ
て
お

り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
容
易
に

わ
か
る
。
歴
史
が
証
明

し
て
い
る
こ
と
を
学
ば

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

歴
史
上
で
最
も
有
名

な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

天
然
痘
（
痘
瘡
）
で
あ

る
。
こ
の
天
然
痘
は
紀

元
前
１
１
５
７
年
前
に

埋
葬
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト

の
ラ
ム
セ
ス
５
世
の
ミ
イ

ラ
の
顔
に
天
然
痘
の
跡
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か

な
り
古
い
起
源
の
ウ
イ
ル

ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

新
大
陸
発
見
と
と
も
に
中

南
米
に
広
が
り
、
ア
ス
テ

カ
帝
国
、
イ
ン
カ
帝
国
の

滅
亡
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

は
有
名
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
天
然
痘

は
、
仏
教
伝
来
の
頃
と
共

に
発
生
し
、
特
に
７
３
５

年
～
７
３
８
年
に
か
け
て

は
、
西
日
本
か
ら
畿
内
に

か
け
て
大
流
行
し
、
政
権

担
当
の
藤
原
４
兄
弟
が
相

次
い
で
死
去
し
、
当
時
の
日
本
の
総

人
口
の
35
％
が
感
染
し
た
と
い
わ

れ
、
日
本
中
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
。

聖
武
天
皇
は
仏
教
の
帰
依
を
深
め

度
々
遷
都
す
る
と
と
も
に
、
東
大
寺

盧
舎
那
仏
（
大
仏
）
を
建
立
し
た
。

こ
の
時
の
銅
の
提
供
を
宇
佐
神
宮

が
お
こ
な
い
、
日
本
各
地
に
国
分
寺

を
建
立
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
治
療
法

の
見
つ
か
ら
な
い
天
然
痘
は
、
赤
絵

な
ど
に
よ
る
呪
術
的
な
予
防
法
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
１
７
９
６
年
、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
少
年
に
牛
痘
を
接
種
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
牛
痘
の
有
効
性

が
国
際
的
に
広
が
り
、
つ
い
に
中
津

に
も
、
そ
の
恩
恵
が
来
る
時
が
き

た
。
中
津
藩
医・辛
島
正
庵
（
５
代
）

は
長
男
を
天
然
痘
で
亡
く
し
た
。
そ

の
自
宅
旧
居
か
ら
５
０
０
冊
に
及

ぶ
痘
瘡
関
連
図
書
が
発
見
さ
れ
、
中

津
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
１
８
４
９
年

７
代
辛
島
正
庵
が
９
名
の
医
師
と

そ
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
長
崎
に

出
向
き
、
最
初
の
種
痘
を
行
い
、
直

ち
に
中
津
に
帰
り
２
千
人
の
種
痘

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
佐
賀
藩
や
福

岡
藩
も
続
き
、
大
坂
、
京
都
も
行
っ

た
。
江
戸
は
９
年
遅
れ
て
、
お
玉
が

池
に
幕
府
の
種
痘
所
が
大
槻
俊
斎

や
伊
東
玄
朴
た
ち
に
よ
り
開
設
さ

れ
、
緒
方
洪
庵
を
迎
え
入
れ
て
、
中

津
藩
か
ら
は
田
代
基
徳
が
洪
庵
を

支
え
た
。
こ
の
種
痘
所
は
医
学
校
と

な
り
、
後
の
東
京
大
学
医
学
部
と

な
っ
た
。
中
津
に
お
い
て
も
、
上
勢

溜
に
医
学
館
が
建
設
さ
れ
、
後
に
片

端
町
に
中
津
医
学
校
が
出
来
る
こ

と
と
な
る
。

　

こ
の
様
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
の

闘
い
は
必
ず
し
も
負
だ
け
で
は
な

く
、
新
し
い
学
問
の
砦
を
築
く
と
い

う
こ
と
に
お
い
て
も
、
素
晴
ら
し
い

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
と
分

か
っ
た
。

　

米
国
の
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
は
、

１
０
０
日
間
で
２
億
２
千
万
人
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
有
効
率

は
95
％
、
中
和
抗
体
の
持
続
性
が
１

年
間
を
超
え
る
と
い
う
デ
ー
タ
を

出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
集
団
免

疫
の
状
態
に
な
る
に
は
、
接
種
率
が

人
口
の
70
％
を
超
え
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
は
ま
だ

４
％
程
度
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
私
た
ち
も
地
方
に
お
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
急
に
進
め
、
一

刻
も
早
く
、
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

鎮
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東大寺の大仏

痘瘡唇舌鑑図　辛島家（大江医家史料館蔵）
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こ
の
度
日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会
雑

誌
にD

ynam
ic ultrasonography 

evaluation of the scapulohum
eral 

joint during shoulder elevation.

〝
超
音
波
を
用
い
た
挙
上
に
お
け
る
肩
甲

上
腕
関
節
の
動
態
評
価
〟
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
エ
コ
ー
は
近
年
整
形
外
科
分
野
で
も
多
く
用
い
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
場
で
パ
ッ
と
使
え
て
動
き
も
観
察
で
き
る
な
ど
、
非

常
に
利
便
性
の
高
い
検
査
機
器
で
す
。
今
回
の
報
告
は
、
健
常
肩

を
対
象
と
し
て
肩
を
挙
上
す
る
動
き
を
エ
コ
ー
で
腋
か
ら
観
察
す

る
と
、
挙
上
に
伴
い
上
腕
骨
頭
が
関
節
の
受
け
皿
の
辺
縁
か
ら

徐
々
に
突
出
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

肩
の
痛
み
や
運
動
制
限
を
愁
訴
と
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
運

動
療
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
多
く
、
腱
を
傷
め
た
り
、
関
節
が
硬

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
、
関
節
の
中
で
骨
頭
が
ど
の
様
に
動
い

て
い
る
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
理
学
療
法
士
は

関
節
の
角
度
の
計
測
や
動
か
し
た
時
の
抵
抗
感
な
ど
触
る
こ
と
で

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
結
果
を
応
用
す
る
事
で
〝
硬

い
〟
や
〝
動
か
な
い
〟
を
視
覚
的
に
確
認
す
る
方
法
に
な
り
、
治

療
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
得

ら
れ
た
知
見
を
今
後
の
臨
床
に
生
か
し
、
少
し
で
も
早
い
回
復
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
様
に
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
武
漢
に
端
を
発
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
）
感
染
症
は
瞬
く
間
に
世
界
中
に

拡
大
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し

た
。
第
二
波
、
第
三
波
と
感
染
者
数

増
加
の
波
が
来
る
た
び
に
日
常
の
風

景
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
希
望
の
光
・
救

世
主
と
し
て
登
場
し
た
の
が
対
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

開
発
早
々
か
ら
国
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
し
、
接
種
率
59
・
４
％

ま
で
終
了
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い

て
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
今
や
昔
と

い
わ
ん
ば
か
り
に
日
常
の
生
活
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
と
始
ま
っ
た
日

本
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
潤
沢

に
ワ
ク
チ
ン
が
確
保
で
き
な
い
た
め

か
、
当
初
優
先
接
種
者
と
さ
れ
た
医

療
従
事
者
で
あ
る
当
院
職
員
へ
の
接

種
が
、
予
定
よ
り
１
カ
月
以
上
遅
れ

て
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
開
始
前
日
に
初
め
て
ワ
ク
チ

ン
が
届
き
、
薬
剤
科
職
員
が
緊
張
し

な
が
ら
バ
イ
ア
ル
・
シ
リ
ン
ジ
数
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
受
け
取
り
ま

し
た
。
翌
４
月
20
日
、
看
護
部
熟
練

日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会
雑
誌
に

論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た

ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
副
主
任
　
辛
嶋
　
良
介

  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

事
務
局
　
総
務
部
長
　
吉
田
　
公
博
　

者
達
が
さ
ら
に
緊
張
す
る
中
、
手
順

一
つ
一
つ
を
互
い
に
確
認
し
な
が
ら

正
確
に
人
数
分
の
接
種
用
シ
リ
ン
ジ

の
準
備
を
終
え
、
当
院
接
種
第
一
号

の
川
嶌
院
長
を
皮
切
り
に
、
職
員
約

４
２
０
名
へ
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

副
反
応
に
つ
い
て
は
、
特
に
高
齢

者
よ
り
も
若
い
人
達
、
１
回
目
よ
り

も
２
回
目
接
種
後
に
出
や
す
い
と
の

前
情
報
通
り
、
１
回
目
接
種
後
は
接

種
部
位
の
痛
み
で
腕
が
思
う
よ
う
に

上
げ
ら
れ
な
い
と
の
報
告
が
多
か
っ

た
だ
け
で
す
が
、
２
回
目
接
種
後
に

は
痛
み
に
加
え
、
熱
発
、
倦
怠
感
、

頭
痛
、
嘔
気
な
ど
の
報
告
が
約
２
割

の
職
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

情
報
通
り
痛
み
だ
け
で
し
た
が
…

　

周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

と
希
望
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
職
員
に
院

内
接
種
を
終
え
る
事
が
で
き
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
一
般
の
方
へ
の
個
別
接
種

を
６
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。
中

津
市
、
中
津
市
医
師
会
が
進
め
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
で
、
皆
さ
ん
が
一

日
も
早
く
以
前
の
生
活
を
取
り
戻

し
、
地
域
に
活
気
が
戻
る
よ
う
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
法
人
と
し
て
精

一
杯
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

接種風景
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日
本
が
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
始
め
て
か
ら
1
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
ま
だ
先
行
き
不
透
明
で
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き

そ
う
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
様
々
な
カ
タ
カ
ナ
語
が

飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、ク
ラ
ス
タ
ー
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
等
々
、
1
日
に
1
回

は
見
聞
き
す
る
恒
常
語
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
（Stay H

om
e

）」

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
直
訳
す
る

と
気
持
ち
的
に
は
「
家
に
居
よ
う
」

で
す
が
、強
く
言
え
ば
「
家
に
居
ろ
」

で
婉
曲
に
言
え
ば
「
外
出
自
粛
」

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
「
自

粛
疲
れ
」
と
の
言
葉
も
あ
ち
こ
ち

で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
半
ば

あ
き
ら
め
が
ち
に
「
も
う
少
し
」

と
奮
起
を
促
す
向
き
も
あ
り
ま
す

が
、
中
に
は
心
に
も
ゆ
と
り
が
な

く
な
り
、
開
き
直
り
の
言
動
を
見

聞
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
病
院
や
介
護
施
設
に
は
多

く
の
高
齢
者
の
方
々
が
入
院
・
入

所
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
家
族
や

友
人
な
ど
と
の
面
会
も
ま
ま
な
ら

ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ガ
ラ
ス
越
し

の
面
会
な
ど
で
あ
る
程
度
の
対
応

は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
が
ゆ
っ
く
り
と
で
き

な
い
切
な
さ
は
も
ど
か
し
い
思
い

で
す
。
公
民
館
な
ど
で
の
活
動
を

通
じ
て
の
高
齢
者
の
方
々
の
交
流

の
場
も
少
な
く
な
り
、
社
会
的
孤

立
に
よ
る
心
身
へ
の
悪
影
響
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
に
は
、
鳥
な

ど
が
巣
に
こ
も
る
「
巣
ご
も
り
」

の
意
味
も
あ
り
、
巣
ご
も
り
と
な

る
と
子
育
て
を
し
て
い
る
家
族
の

営
み
な
ど
も
想
像
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う

で
す
。
ハ
ウ
ス
は
家
の
建
物
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
ホ
ー
ム
は
、
住

ま
い
、
家
庭
、
故
郷
、
本
国
な
ど

ス
テ
イ
ホ
ー
ム

の
意
味
で
使
わ
れ
、
時
間
（
空
間
）

と
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
、
マ

イ
ホ
ー
ム
、
ホ
ー
ム
ア
ロ
ー
ン
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
の
言
葉
に
は
、

家
族
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
な

ど
が
連
想
さ
れ
ま
す
。
マ
ス
ク
で

相
手
の
表
情
が
読
み
取
り
づ
ら
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
微
妙
な

変
化
を
生
じ
た
り
、
お
酒
の
席
の

会
話
で
思
わ
ず
本
音
を
聞
け
る
こ

と
も
少
な
く
な
っ
た
り
で
、
心
の

機
微
に
も
触
れ
づ
ら
く
な
り
ま
し

た
。
心
を
と
き
め
か
し
て
参
加
し

て
き
た
お
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど
、

地
域
の
連
帯
に
繋
が
る
多
く
の
催

し
も
中
止
に
な
り
、
我
慢
の
し
ど

こ
ろ
で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
閉

塞
感
か
ら
自
己
中
心
に
陥
ら
ず
、

家
族
や
友
人
、
職
場
の
仲
間
や
隣

人
な
ど
、
社
会
の
中
で
関
り
合
う

人
々
と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

を
大
切
に
継
続
し
な
が
ら
、
人
と

の
心
の
つ
な
が
り
を
主
体
的
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

過
去
の
人
類
の
感
染
症
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
も
、
人
間
社

会
は
幾
多
の
難
局
を
克
服
し
て

き
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防
止
が

目
的
の
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
で

す
が
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
や
運
動
不

足
な
ど
で
、
肥
満
や
生
活
習
慣

病
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
な

ど
の
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
、
そ
の
時
の
流
れ
に

適
応
し
な
が
ら
、
気
持
ち
は
引

き
こ
も
ら
ず
「
前
向
き
で
、
健

康
的
な
巣
ご
も
り
」
で
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。

回復期センター長
田村　裕昭
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は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
産
業
医

科
大
学
出
身
で
今
年
の
4
月
か
ら

川
嶌
整
形
外
科
病
院
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
川
嶌

整
形
外
科
病
院
に
来
て
か
ら
早
く

　

今
年
度
よ
り
川
嶌
整
形
外
科
病

院
に
て
研
修
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
岡
本
将
希
と
申
し

ま
す
。
中
学
か
ら
父
の
仕
事
の
都

合
で
東
京
に
移
っ
た
の
で
関
東
で

新
任
の
ご
挨
拶

新
任
の
ご
挨
拶

も
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
と
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
病
院
行
事
が
中
止
と
な
り
少

し
残
念
で
す
が
、
徐
々
に
周
囲
の

環
境
に
も
慣
れ
て
き
た
時
分
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
短
期
間
で
も
外
来

診
療
や
救
急
診
療
で
多
く
の
患
者

さ
ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
直
属
の
上
司
に
当

た
る
古
江
先
生
、
後
藤
先
生
を
は

じ
め
と
し
て
多
く
の
先
生
方
か
ら

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
日
々

多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
生
活
の
方
が
長
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
出
身
は
福
岡
県
で

す
の
で
九
州
に
ま
た
戻
っ
て
き
て

少
し
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

職
歴
と
し
て
は
、
母
校
の
東
京

医
科
歯
科
大
学
整
形
外
科
に
入
局

し
、
現
在
後
期
研
修
二
年
目
に
な

り
ま
す
。
治
療
に
よ
っ
て
機
能
予

後
を
改
善
し
、
患
者
さ
ん
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
点
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
整
形

外
科
の
道
に
進
む
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

医　師
豊島　嵩正

医　師
岡本　将希

い
ご
と
、
病
気
回
復
な
ど
の
思
い
を

込
め
て
作
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
の

千
羽
鶴
は
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
千
羽
鶴
な
の
か
な
と
思
い
な
が

ら
見
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
公
園
で
食
べ
る
お
弁
当
は
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
入
職
し

て
仲
良
く
な
っ
た
同
期
や
初
め
て
話

す
方
と
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
仲
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
食
事
中
は
話

す
こ
と
が
あ
ま
り
で

き
ず
残
念
で
し
た

が
、
そ
の
前
後
に
話

す
機
会
が
あ
り
交
流

が
沢
山
で
き
楽
し
い

歓
迎
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で

し
た
。

も
一
層
医
療
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
病
院
に
来
て
強
く

感
じ
た
こ
と
は
、
川
嶌
整
形
外

科
病
院
が
地
元
の
患
者
様
方
か

ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
、
地
域

に
根
付
い
た
病
院
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
1
年
ほ
ど
の

勤
務
で
短
い
期
間
と
な
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の

信
頼
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
地
域
に
医
療
に
精

い
っ
ぱ
い
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
医
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
駆
け
出
し
で
す
が
、
指
導

医
の
佐
々
木
先
生
を
始
め
、
上

級
医
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々

に
支
え
て
頂
き
充
実
し
た
研
修

生
活
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
で
き
る
限
り
多
く
の
こ
と

を
吸
収
し
成
長
で
き
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
不
慣
れ
な

点
も
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
４
月
10
日
（
土
）、

新
人
歓
迎
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
八
面
山
平

和
公
園
に
行
き
、
戦
争
の
時
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
ま
だ
自
分
の
知
ら

な
い
中
津
の
歴
史
が
沢
山
あ
る
事
が

分
か
り
ま
し
た
。こ
の
平
和
公
園
は
、

日
米
戦
没
者
の
慰
霊
と
世
界
平
和
を

祈
念
し
整
備
さ
れ
た
場
所
だ
と
初
め

て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
初
め

て
八
面
山
平
和
公
園
記
念
館
を
訪
れ

て
、
米
軍
の
方
達
の
写
真
が
飾
ら
れ

て
い
た
り
、手
紙
や
飛
行
機
の
模
型
、

千
羽
鶴
、
遺
書
が
飾
ら
れ
て
い
た
り

と
て
も
歴
史
の
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
時
以
来
、
平
和
を
学

ぶ
こ
と
の
出
来
る
こ

の
場
所
を
訪
れ
、
お

話
を
聞
き
、
命
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
千
羽
鶴
を

見
て
、
小
学
生
の
時

に
作
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
と
て
も
懐
か

し
く
感
じ
ま
し
た
。

千
羽
鶴
は
祈
り
や
願

新
人
歓
迎

ピ
ク
ニ
ッ
ク

看
護
部
　
湯
越
　
美
樹
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コ
ロ
ナ
な
ん
か
に

負
け
な
い
ぞ
っ
！

介
護
老
人
保
健
施
設
な
の
み

　
　
　事
務

　柚
木

　尚
美供

す
る
職
員
は
入
所
者
様
と
日

常
的
に
長
時
間
接
す
る
た
め
、

特
に
注
意
し
て
行
動
し
て
い
る

毎
日
で
す
。

　
『
利
用
者
様
か
ら
感
染
者
が

で
な
い
』『
職
員
自
ら
が
感
染

　
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
』
に
よ
る
社
会
的
問
題
が
多

く
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

な
の
み
に
も
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
要
介
護
高
齢
者
様
が
多
数

入
所
し
て
い
ま
す
。
介
護
を
提

者
・
濃
厚
接
触

者
に
な
ら
な
い
』

こ
と
を
強
く
願

い
、
常
に
緊
張

感
を
持
ち
感
染

予
防
対
策
を
実

行
し
な
が
ら

日
々
の
介
護
に

あ
た
っ
て
い
る

現
状
で
す
。

　

ま
た
利
用
者

様
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
施
設
の
中
の
空
間
で

お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
手
や
足
・

か
ら
だ
全
体
を
動
か
し
、

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
為

に
し
っ
か
り
水
分
補
給

を
行
い
、
感
染
予
防
を

し
て
備
え
て
い
る
毎
日

で
す
。 

　

な
の
み
で
は
専
門
的

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
な
く
、

楽
し
く
生
活
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
一
つ
と
し
て
『
プ

ロ
の
演
奏
者
（
リ
チ
ャ
ー

ド
先
生
）
に
よ
る
音
楽
療
法
』

や
『
小
集
団
で
行
う
体
操
』
な

ど
健
康
増
進
・
生
活
の
質
向
上

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
お

天
気
の
良
い
日
は
麦
わ
ら
帽
子

を
か
ぶ
り
、
庭
園
で
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
を
し
て
『
気
持
ち
い
い

ね
～
♪
』
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
に

は
面
会
・
外
出
制
限
が
続
く
中
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
最
小
限
に

出
来
る
よ
う
リ
モ
ー
ト
面
会
を

予
約
制
で
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
り

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
』
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
実

践
し
、
終
息
ま
で
全
力
で
質
の

高
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。 
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２
０
２
１
年
5
月
上
旬
、

地
域
の
社
会
奉
仕
活
動
の
１

つ
で
あ
る
自
見
川
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

活
動
予
定
だ
っ
た
日
は
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
お
り
、
活

動
を
実
施
出
来
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
し
た
が
、
お
昼

過
ぎ
よ
り
徐
々
に
天
候
も
回

復
し
、
活
動
開
始
の
予
定
時

刻
に
は
青
空
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
る
く
ら
い
ま
で
晴
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
2
回

（
10
月
・
５
月
）
実
施
し
て
い
る
自
見
川
清
掃
で
す
が
、

昨
年
の
秋
に
予
定
し
て
い
た
清
掃
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
活
動
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
春
は
地
域
の
方
々
よ
り
ご
依

頼
も
あ
り
、
清
掃
の
参
加
人
数
を
30
人
程
に
制
限
し
活

動
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
主
な
作
業
内
容

は
、
建
物
周
辺
と
川
の
中
の
雑
草
や
ゴ
ミ
、
藻
や
流
れ

て
き
た
石
な
ど
の
回
収
で
す
。
雑
草
に
関
し
て
は
、
前

回
の
活
動
が
中
止
に
な
っ
た
為
、
か
な
り
生
い
茂
っ
て

お
り
、
回
収
し
た
袋
の
量
が
20
袋
近
い
量
に
な
り
、
参

加
し
て
下
さ
っ
た
職
員
の
方
々
の
が
ん
ば
り
の
お
か

げ
で
40
分
程
で
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
美
化
委
員
長
と
し
て
今
年
度

た
く
さ
ん
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
委
員
長
交

代
前
、
最
後
の
活
動
の
自
見
川
清
掃
を
こ
う
し
て
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
美
化
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
活
動
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
々
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膝関節を自分で守るひと工夫 病院リハビリテーション科　奥村　晃司

　膝関節の運動はどうやったらいいのですか？という質問をよく受けます。そこで膝を動かす筋肉の中で、膝を伸ばす運動
を紹介したいと思います。膝を伸ばす筋肉には、大腿四頭筋という筋肉があります。この筋肉は文字通り4つの頭をもち、骨
についている場所が微妙に違います。これにより膝を伸ばす角度によって筋肉が効率よく働くのです。
　膝が伸ばしにくい場合には、①膝を伸ばす筋肉自体の弱さがある場合があります。また、②膝を伸ばす筋肉の弱さだけでは
なく、骨盤の位置によっても膝がのばしにくい場合もあり、膝を伸ばしきるための筋肉が弱っていることも考えられます。
このため膝関節を伸ばす運動を行う場合には、単に膝を伸ばすことだけが運動になるのではなく、ひと工夫が必要となります。

❶できるだけ椅子に浅く座り、身体と骨
盤をできるだけまっすぐに姿勢よく座
ることを意識します。
❷次に身体、骨盤をできるだけまっすぐ
にしたままの状態を維持して、踵で地
面を押すようにして力を入れます。太
ももの前が働くことを意識し確認しま
す。図のように少しずつ膝を伸ばし、
膝を伸ばした状態でも太ももの前に力
が入るかを確認します。できるようで
あれば、足は上に向け、足首が直角になるように保持し、
踵で地面を押すように力を入れて下さい。
Aまた、この運動を行う場合には、正面からみた場合に、太
ももとすねと足がまっすぐになるように維持して下さい。

❶できるだけ椅子に深く座り、身体と骨盤を丸めるように意識し
ます。
❷次に身体、骨盤を丸めたまま❷のように膝を伸ばし、太ももの
前が働くことを意識します。

❶できるだけ椅子に深く座り、身体と骨盤をできるだけまっすぐに
姿勢よく座ることを意識します。
❷次に身体、骨盤をできるだけまっすぐにしたまま、❷のように膝
を伸ばし、太ももの前が働くことを意識します。できるようであ
れば、膝を伸ばす際に足は上に向け足首が直角になるように保
持して下さい。

歩く動作や立ちしゃがみの時に
膝を伸ばす筋肉を働かせる工夫3膝を伸ばす筋肉自体の弱さがある場合の

膝を伸ばす工夫1

膝を伸ばす筋肉の弱さと、骨盤の位置を変えながら
膝を伸ばしきる筋肉が弱っている場合の膝を伸ばす工夫2

膝を伸ばす運動を行う際、回数は疲労感
がなく、楽にできる回数から運動を始め
て下さい。
一日に何度も繰り返すことをお勧め致し
ます。

1 12

1 2

2 3

A
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院内勉強会
モーニングセミナー

2021.3.19

「一年間を振り返って」

	 濱田医師

2021.4.16

「しびれについて」

	 古江副院長

2021.5.21

「大腿骨近位部骨折－自験例の検討－」

	 本山副院長

カワシマハンドセラピィ研究会

2021.3.15

症例報告

	石井・奥貞作業療法士・岸本リハビリテーション部副主任

「ばね指（狭搾性腱鞘炎）について」

	 岸本リハビリテーション部副主任

2021.4.19

「症例報告」

	 川端・中埜作業療法士

「橈骨遠位端骨折（分類、診断、治療）」

	 川端作業療法士

2021.5.17

「症例報告」

	 奥貞・榎木作業療法士

川嶌肩をカタらう会

2021.3.22

「Shrug signについて」

	 橋本裕司理学療法士

2021.4.26

「肩関節の可動域評価について」

	 三代理学療法士

2021.5.31

「肩甲骨骨折」

	 牟田口理学療法士

2021.3.5

EAファーマ株式会社 社内研修会	 （Web）

「コロナパンデミックとその予防」

	 川嶌理事長講演

2021.3.14

第24回大分県作業療法士学会	 （Web）

「右大腿骨頸部骨折を呈した全盲の症例に対する在宅

復帰を目指した介入」

	 永田作業療法士発表

「長母指伸筋腱断裂に対する腱縫合術後のセラピィ経験」

	 奥貞作業療法士発表

2021.3.27

第38回玄真堂友の会	 （中津市）

「医学史から見たパンデミックの感染症とその行方」

	 川嶌理事長講演

2021.4.28

ファビオラ看護学校　講義	 （中津市）

「ファビオラとコロナと感染症の歴史について」

	 川嶌理事長講演

2021.4.30

大分大学医学部 令和3年度「健康科学概論」	（中津市）

「医学史からみたコロナパンデミック」

	 川嶌理事長講演

2021.5.13

健康長寿講話	 （中津市）

「コロナの予防とワクチン」

	 川嶌理事長講演

2021.5.13

大阪医療福祉専門学校	 （Web）

「整形外科病院で働く 理学療法士の臨床」

	 奥村リハビリテーション部科長

院外発表・講演

10la santé　vol.151



膝関節勉強会

2021.3.10

「半月板損傷の術前リハで思うこと」

	 奥村リハビリテーション部科長

2021.4.14

「半月板縫合術について」

	 丸目理学療法士

2021.5.12

「変形性膝関節症に対する効率的筋力訓練」

	 鈴木理学療法士

医局抄読会　　　　　　　　  　　　第１、２、４火曜日の朝７時45分スタート

●川嶌眞人：抗ウイルス剤に開発された「オゾンナノバブル」, タウンマガジン　なかつ, Vol227, 3, 2021
●川嶌眞人：天然痘 見舞われた上杉鷹山の教訓, タウンマガジンなかつ, Vol227, 12-13, 2021
●岸本進太郎, 古江幸博, 後藤剛, 井原拓哉, 川嶌眞之： 基節骨骨折プレート固定術後患者に対する夜間装具の効果についての検

討, 日本ハンドセラピィ学会誌： No13(2), 86-89, 2021
●Ryosuke Karashima：Dynamic ultrasonographic of the scapulohumeral joint during shoulder elvation, J.Jpn.Clin.

Orthop.Assoc： 46(1), 7-11, 2021

論文（共同含）・誌上発表

2021.4.13
下肢骨欠損に対するIMT法の成績
	 古江副院長
2021.4.27

トラネキサム酸の単回投与は高齢患者の股関節骨折
における失血と輸血率を効果的に減少させる
	 川嶌院長
2021.5.11

大腿骨近位部骨折において抗凝固薬の内服による手
術待機時間の延長とそれに伴う死亡率について
	 渡邊医長
2021.5.25

初発の凍結肩に対する超音波ガイド下対ブラインド
での関節腔内副腎皮質ステロイド注射における前向
き二重盲検無作為化試験
	 佐々木診療部長

2021.3.2
人工関節周囲感染症の診断において次世代シーケン
シングは培養検査に優るとはいえない
	 川嶌院長
2021.3.9

人工関節周囲感染の診断に対するαデフェンシンの
有用性
	 渡邊医長
2021.3.23

80歳より高齢の症例における初回のリバース型人工
肩関節置換術
	 佐々木診療部長
2021.3.30

PIP関節脱臼骨折に対する新しい創外固定器を用い
た治療
	 後藤診療副部長
2021.4.6

全米高校生下肢スポーツ外傷の男女の発生率とパ
ターン
	 本山副院長
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【患者様の権利と患者様の責務】
　患者様は、個人としての尊厳が守られ、平等で最善の医療を受ける権利を有するとともに、医療を効
果的にするために守って頂きたい事項があります。

［患者様の権利］
１．病気の種類や個人的背景に関係なく、平等に医療を受ける権利があります。
２．人格は尊重され、医療提供者との相互協力関係のもとで最善の医療を受ける権利があります。
３．医療に関して十分な説明、情報を求める権利があります。
４．医療内容について自分で選択し決定する権利があります。
５．自己の意思に反する医療を拒否する権利があります。
６．自己の診療記録の開示を求める権利があります。
７．プライバシーや個人情報を保護される権利があります。
８．健康維持のため教育やサービスを受ける権利があります。
９．安全を確保される権利があります。

［患者様の責務］
１．医療提供者に対し、患者様ご自身の健康に関する情報の提供
２．他の患者様の療養生活に支障を与えない配慮
３．早期回復の為、医療提供者が定めた規則の遵守
４．円滑な医療行為の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
５．早期回復の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
６．診療費の遅滞ない支払い 

内科診療開始のお知らせ

ご不明な点がございましたらお近くの職員へお声掛けください

毎週火曜日

午前  9 ：00～11：30　総合診療内科
午後 14：00～16：30　循環器内科

川嶌整形外科病院　外来
※かわしまクリニックではございませんのでご注意ください

診察日時

診察時間

診察場所

当院では総合診療内科医・循環器内科医による
内科診療を行っています
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